
12
月
10
日（
木
）〜
16
日（
水
）は

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間

　
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
容
疑
事
案
は
、
こ

れ
ま
で
に
13
件（
被
害
者
19
人
）が
判
明
し

て
お
り
、
警
察
で
は
こ
れ
ら
の
事
案
以
外

に
も
、
北
朝
鮮
に
拉
致
さ
れ
た
可
能
性
を

排
除
で
き
な
い
事
案
も
併
せ
、
徹
底
し
た

捜
査
や
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
拉
致
や
そ
の
可
能
性
が
排
除
で
き
な
い

事
案
の
多
く
が
、
発
生
か
ら
相
応
の
年
月

を
経
過
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
広
く
国
民

か
ら
の
情
報
提
供
を
求
め
る
た
め
、
家
族

の
同
意
を
得
ら
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

事
案
の
概
要
等
を
都
道
府
県
警
察
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
拉
致
容
疑
事
案
の
情
報
を
お
持
ち
の
方

は
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

 

北
秋
田
警
察
署　
☎
62‐
１
２
４
５

雪
の
事
故
防
止
を
考
え
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
雪
下
ろ
し
な
ど
除
雪
作
業
中
の
事
故
を

防
止
す
る
た
め
、
ご
自
身
・
地
域
で
ど
の

よ
う
に
安
全
対
策
を
し
て
い
く
の
か
を
県

内
の
事
例
を
も
と
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
12
月
13
日（
日) 

13
時
〜
15
時

場
所　
プ
ラ
ザ
杉
の
子（
大
館
市)

内
容　
事
故
の
発
生
状
況
、
安
全
対
策
を

学
ぶ
、
地
域
の
支
え
合
い 
な
ど

参
加
費　
無
料

　

※

参
加
の
申
込
み
は
不
要
で
す
。

主
催　
秋
田
県

　
　

 

秋
田
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
８
６‐

49‐

８
５
５
３

冬
期
間
の
水
道
に
関
す
る
お
願
い

　
冬
期
間
の
寒
波
は
水
道
の
大
敵
で
す
。

寒
さ
の
厳
し
い
日
や
家
を
留
守
に
す
る
と

き
な
ど
は
、
凍
止
め
を
す
る
な
ど
の
対
策

が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
月
末
の
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
の

際
に
、
積
雪
や
冬
囲
い
、
屋
根
か
ら
の
落

雪
、
氷
柱
の
危
険
等
に
よ
り
メ
ー
タ
ー
を

確
認
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　
メ
ー
タ
ー
ま
わ
り
の
除
雪
等
に
ご
協
力

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※

旧
鷹
巣
地
区
以
外
で
は
、
冬
季
検
針
を

実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

 

上
下
水
道
課
業
務
係 

☎
72‐

３
１
１
３

お
知
ら
せ

問

24

は
さ
が
け
の
稲
か
ら
お
米
を
と
っ
た
後
に
で
き
る
「
稲
わ
ら
」
は
、
し
め
縄
を
は
じ
め
と
し
て
、
い
ろ

い
ろ
な
使
い
方
が
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
近
年
で
は
新
し
い
燃
料
の
元
に
な
る
研
究
も
！

「
放
送
大
学
」　
平
成
28
年
４
月

入
学
の
学
生
を
募
集
し
ま
す

　
放
送
大
学
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
テ

レ
ビ
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
、
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を

卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、

様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
方

が
学
ん
で
い
ま
す
。

【
出
願
期
間
】　
〈
第
１
回
〉２
月
29
日
ま
で

〈
第
２
回
〉３
月
20
日
ま
で

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。http://w

w
w
.ouj.ac.jp/

※

資
料
も
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

　
　

 

放
送
大
学
秋
田
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
８‐

８
３
１‐

１
９
９
７

申
問 問

道路の除排雪作業に

ご理解とご協力を

道路の除排雪作業に

ご理解とご協力を

　市では、降雪時の安全で円滑な道路交通を確保
するため、適切な除雪作業を進めています。
　効率よく安全な除雪作業を実施するため、次の
ような点について、ご理解とご協力をいただきま
すようお願いします。

　深夜、早朝の作業にご理解ください
　除雪作業は、交通量の少ない深夜から早朝にか
けて行います。除雪車のエンジン音や振動でご迷
惑をおかけしますが、快適で安全な通勤・通学路
確保のため、ご理解ください。
　空き地、田畑の利用にご協力ください
　道路沿いの空き地や田畑に雪を押し出させてい
ただく場合がありますので、あらかじめご了承く
ださい。
　道路に置いてある物は撤去してください
　歩道などへ乗入れるための『歩み板』や道路に
置いてある物は、除雪車が引っかけて周囲の物を
壊してしまう原因にもなりますので、できるだけ
撤去してください。
　路上駐車はやめてください
　路上駐車部分の除雪ができず、道幅がせまくな
ります。交通渋滞や交通事故、除雪作業が遅れる
原因になりますので絶対にやめてください。

　自宅前は自分で除雪してください
　できる限り配慮しますが除雪車が通った後はど
うしても雪が残ってしまいます。通勤や通学時間
帯までに交通を確保するため、沿道一軒一軒の出
入り口除雪や各家庭の時間帯に合わせた作業を行
うことはできません。
　ご自宅前の除雪には大変ご苦労されていると思
いますが、ご理解ください。また、お年寄り世帯
などの除雪についても近隣でのご協力による除雪
をお願いします。
　道路に雪を捨てないでください
　道路に雪を捨てられると、交通の支障となり事
故の原因となるほか、消防車や救急車が通れなく
なり大変危険です。排雪の際は、市指定の雪捨て
場を利用くださるようお願いします。
　側溝のふたはすぐに戻してください
　雪捨てで上げた側溝のふたを開けたままにして
おくと、歩行者の転落や車の脱輪などの重大事故
につながるおそれがあります。作業後は、すぐに
元どおりに戻してください。【お問い合わせ】

≪市道、雪捨て場≫　建設課管理係 ☎72‐3116
≪国道７号≫　国道交通省能代河川国道事務所
　　　　　　　大館国道出張所 ☎0186‐49‐0321
≪国道105・285号、県道≫
　　　　　北秋田地域振興局建設部 ☎62‐1834

　雪捨て場については、昨年と同様に河川管理
者の許可を得ています。
　詳細については、市建設課に問い合わせるか、
市ホームページをご覧ください。

申
問

12月 １月
施設の名称等

市役所各庁舎
各公民館／交流センター
文化会館／各図書館
各体育館／市民プール
浜辺の歌音楽館
北秋田市民病院
大太鼓の館 （叩き初めは、２日の11時から）
湯の岱温泉 （31日は午後５時まで）
四季美館
阿仁伝承館・異人館
クリーンリサイクルセンター
鷹巣斎場・清幸苑
鷹巣埋立地最終処分場（利用券の購入は28日まで）
長下処分場
し尿の汲み取り （年内の申込みは21日まで）

28日
（月）

29日
（火）

30日
（水）

31日
（木）

１日
（金）

２日
（土）

３日
（日）

４日
（月）

●休 ●休 ●休 ●休 ●休 ●休
●休 ●休 ●休 ●休 ●休 ●休

●休 ●休●休 ●休 ●休 ●休 ●休

●休 ●休
●休

●休
●休 ●休 ●休 ●休 ●休

●休

●休 ●休 ●休 ●休 ●休 ●休

●休

●休

●休
●休 ●休 ●休 ●休

●休

●休

●休

●休

●休 ●休
●休 ●休 ●休 ●休 ●休

年末年始のご案内年末年始のご案内

●休

●休 ●休 ●休 ●休 ●休 ●休

●休

●休 ●休●休 ●休

●休 ●休 ●休 ●休 ●休

年末年始の市役所及び関連施設の休業（休館）日は
次のとおりです。　※　 が休業日●休
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